
３ 果 樹 

１）果樹園除草体系と使用除草剤 

 

（１）優先草種と使用除草剤の組合せ(例) 

散 布 時 期  優 先 草 種  使  用  除  草  剤 

 

    11月～3月 

      もしくは 

     4月～5月 

     （雑草繁茂期） 

 

 

スギナ 

ツユクサ    等 
バスタ液剤 

大型イネ科雑草 

ギシギシ 

タンポポ 

ハコベ   等 

タッチダウンiQ、ラウンドアップマックスロード 

 

 

     5月下旬～ 

     6月下旬 

 

 

スギナ 

イヌタデ    等 
バスタ液剤 

メヒシバ 

タンポポ 

ハコベ   等 

タッチダウンiQ、ラウンドアップマックスロード 

      

 梅雨期間中傾斜地では、草刈りで対応し、土壌流亡防止につとめる。 

 

 

 

     7月下旬～ 

     8月下旬 

 

 

スギナ 

イヌタデ    等 
バスタ液剤 

メヒシバ 

エノコログサ 

タンポポ 

ハコベ   等 

タッチダウンiQ、ラウンドアップマックスロード 

                      注）除草剤毎の適応樹種は、基準を参照して使用すること。 

上表に示した組合せから、圃場の優先草種にあった除草剤を選択する。2、3回目の散布時には草

種が変化するので、変化に応じて除草剤を選択する。７月以降、樹種・品種により収穫時期が近く

なる場合は、使用時期（収穫前日数）に注意して除草剤を選択する。 

 

（２）年間総使用回数と使用時期 

農 薬 名 除 草 剤 名 （ 使  用  時  期 ）  年間総使用

回数 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩液剤 

 

タッチダウンiQ（果樹類（かんきつを除く)は収穫5日前まで） 

ラウンドアップマックスロード（果樹類（かんきつを除く）は収穫7日前まで） 

(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 

を含む剤の

合計)  3 

 

ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤 

 

 

 

 

バスタ液剤（くりは収穫30日前まで。 

       りんご、びわ、かんきつ、キウイフルーツは収穫21日前まで。         

いちょう（種子）は収穫14日前まで。 

       ぶどう、なし、かき、おうとう、もも、小粒核果類、 

      ネクタリン、ブルーベリー、いちじくは収穫前日まで） 

     

   3 

 

 

  注１）年間総使用回数は、農薬名欄内の成分を含む剤の年間総使用回数である。 

   注２）除草剤名は、本防除指針に採用した剤のみをあげている。これ以外の除草剤を使用する場合に

於いても成分名を確認し、成分毎の年間総使用回数に注意すること。 



２）使用方法 

【注意】乳剤及び水和剤等で「150～300ℓ」等と記載した10a当り散布液量（または希釈水量）は、作
物の生育段階や散布作業等を考慮した目安である。農薬使用に当たっては、必ず農薬容器のラベルを
確認し、使用方法に散布液量（または希釈水量）の記載がある場合は、その量を遵守すること。 

  
（注）雑草の草丈が 30cm 程度のときに散布する場合の基準である。    
 

対象果樹 
 

除草剤名 
（農薬名) 

HRAC 
ｺｰﾄﾞ 

備  考 
 

果樹類 
(かんきつ、ﾊﾟｲ
ﾅｯﾌﾟﾙを除く） 
 

サンダーボルト００７ 
(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩･ﾋ
ﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ水和剤) 

9 
14 

 
 
 

○本剤及びｸﾞﾘﾎｻｰﾄを含む除草剤の総使用回数は3回以内。
本剤及びﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙを含む除草剤の総使用回数は3回以
内。 

 
 

果樹類 
（かんきつを除
く） 
 

タッチダウンiQ(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ
ｶﾘｳﾑ塩液剤) 
 
 

9 
 
 

○水量にあわせた専用ノズルを使用する。 
○本剤及びｸﾞﾘﾎｻｰﾄを含む除草剤の総使用回数は3回以内。 
 
 

りんご 
かんきつ 
びわ 
キウイフルーツ 

バスタ液剤 
(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○いちじくでは1年生雑草のみの適用であるので注意する。 
○本剤及びｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄを含む除草剤の総使用回数は3回以内。 
 
 
 
 
 
 

ぶどう 
な し 
か き 
おうとう 
も も 
小粒核果類 
ﾈｸﾀﾘﾝ 
ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ 
いちじく 

くり 

いちょう 
(種子) 
 
りんご 
 
 
 
 
 

カソロン粒剤６．７ 
(ＤＢＮ粒剤) 
 
 
 

29 
 

 
 
 

○乾燥時を避け、降雨後など土壌が湿った状態で均一に散
布する｡ 

○本剤及びＤＢＮを含む除草剤の総使用回数は1回。 
○果樹類については開花期前後の使用は結実不良などを生
ずるおそれがあるので避ける。 

○風通しの悪い凹地など空気の滞留しやすい場所での使用
は避ける。 

○新植後3年未満または間作予定地では使用を避ける。 

 
 
【注意】農薬使用に当たっては必ず農薬容器のラベルを確認し、有効成分ごとの総使用回数を遵守すること。 
 

 


